
徳山下松港が国土交通省の
カーボンニュートラルポートのモデ
ル港に選定され、大島干潟のア
マモ場が吸収するブルーカーボン
を活用した、カーボンクレジット制
度に参加。

自治体
の紹介

背景

周南市の概要

ブルーカーボンとは
沿岸・海洋生態系が光合成によ
りCO₂を取り込み、海底や深海に
蓄積される炭素のこと。

本州最西端 山口県 県東部に位置
人口：133,917人（R7.3.31）

工業製品出荷額：1兆6,229億円（山口県の21.3％）
出典：2023年経済構造実態調査

大島干潟とは
徳山下松港の港湾整備の促進と、瀬戸内海
で喪失した浅場の再生を目的に、新南陽地
区の航路泊地整備に伴い発生する浚渫土砂
を活用し造成した、アサリの自律的再生を主
目標とする日本初の約29haの人工干潟

大島干潟

航路・泊地の浚渫土砂を有効活用

徳山湾地区
新南陽地区

面積：約６５６平方キロメートル

ブルーカーボン推進事業周南市

大島干潟全景



Jブルークレジット®制度を活用した
保全活動団体の活動支援による
地域活性化・水産業の振興と

2050年カーボンニュートラルの両立

アサリの増養殖をメインにとした保全活動を
実施している「大島干潟を育てる会」の
高齢化・活動資金不足

取組時の
課題

事業の
目的

・保全活動により育まれた大島干潟のアマモ
場がもつ様々なポテンシャルの認識不足
・Jブルークレジット®制度のノウハウ不足

アサリ増殖の勉強会 アサリの間引き作業

ブルーカーボン推進事業周南市

アマモから放出される酸素



これまで
の取組

主な
事業
内容

Ｊブルークレジット®認証申請・販売

Ｊブルークレジット®申請候補地調査

③新南陽地区 ②徳山湾地区

大島干潟

①笠戸湾地区

の測線

凡例

水中ﾄﾞﾛｰﾝ測線

水質観測

1 T2 T3 T4

T5
T6

T7

T8

No.3

No.4 H1

⑥

魚探の解析映像

計算式はシンプルにみえますが ドローンや魚探の各種データを収集・解析 令和６年度実績

文献などから候補地を選定 現地調査を実施 藻類に加え、海洋生物にも遭遇

ブルーカーボン推進事業周南市

【認証量】
９５.６[t-CO2]

16社（1口11万円で公募）
【クレジット購入企業】

クレジット収入は全額
保全活動団体の活動資金へ



これまで
の取組

主な
事業
内容

ブルーカーボン生態系拡大の取り組み

生物多様性の確認

③新南陽地
区

②徳山湾地区

①笠戸湾地区

アマモ場内で刺網漁の実施 大島干潟内で確認された生物環境DNA調査の実施

アマモの種子 種子採取 麻袋に腐葉土混合砂、種子、砕石を投入し、モニタリング 麻袋上から実生株を確認

ブルーカーボン推進事業周南市



得られる
成果等

水産振興 カーボンニュートラル

Ｒ６年度の吸収量
は過去最高の
95.6[t-CO2]

マコガレイ放流

地域活性化

カキ試験養殖施設

クレジット収入で持続可能な保全活
動へ。資機材の更新、地元企業との
交流会や環境学習会も主催。

更新した被覆網

体験型環境学習会交流会

マコガレイ モンゴウイカ卵

ブルーカーボンの周知・啓発、
クレジット申請箇所の追加。

寄附を
する

メリット
等

➢ウェブサイトで寄付企業の掲載
➢感謝状の贈呈
➢周知物・配布物への企業情報の掲載等
（社名およびロゴを配布物へ掲載など）
➢現地活動のご案内
➢企業イメージの向上

保全活動で形成された「海のゆ
りかご」アマモ場には多様な生
物が生息。種苗放流も実施。

申請箇所に
戸田漁港を追加戸田漁港

ブルーカーボン推進事業周南市

寄付企業名を現地に掲載 看板の設置風景



【企業版ふるさと納税のお問合せ先】
周南市地域振興部移住交流推進課

0834-22-8238
ijukoryu@city.shunan.lg.jp

【ブルーカーボン推進事業のお問合せ先】
周南市産業振興部水産振興課

0834-22-8366
suisan@city.shunan.lg.jp

ご清聴、ありがとうございました

ブルーカーボン推進事業周南市
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